
【取り組む際に生じた課題】
１ 輸出手続き等の知識不足。
２ 現地調査、販売先との検疫対応等の作業拡大。
３ 価格や品質調整等。
４ 流通施設の整備と出荷組織の調整。

【ウェブサイト】 http://ｗｗｗ.asakura-fk-ja.or.jp 

【対応の結果】
１ 事前販売価格の決定による販売の安定化、輸出先情報共有に寄与。
２ 現地関係者との連携強化、輸出品目のPR・販路拡大。
３ 輸出品の拡大による生産者の輸出向け意識改革。
４ 流通施設の整備による輸出体制の構築、加工品生産と輸出販売開始。

輸出先視察団との意見交換

現地での販売状況様子

 富有柿を中心にタイ、香港、アメリカ、カンボジアへ輸出
 梨をベトナム、タイ、台湾へ輸出 、イチジクを香港へ輸出
 加工品（柿チップ、柚子胡椒等)を香港、シンガポールへ販売

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成30年度 1,400 35
7月～2月平成29年度 286 7

平成28年度 326 8

福岡県 筑前あさくら農業協同組合
『果実を中心に海外販路拡大へ』

柿、梨、イチジク他

【主な品目】

タイ、香港、ベトナム、アメリカ他

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
１ 果実を中心とした更なる輸出拡大。
２ 現地ニーズに合致したJAオリジナル柿チップ加工品等の安定販売。
３ 生産者の所得安定と輸出向け生産意欲向上。

【生じた課題への対応】
１ 福岡県、輸出業者等関係機関等による助言、指導。
２ 海外商談会、試食販売会、輸出先視察団招聘の実施。
３ 生産部会との連携、情報交換。
４ 輸出拠点となる施設再編への取組み。

【連絡先】 担当者名：販売開発課 羽野、ＴＥＬ：0946-23-2216 

青果物

（平成25年度より輸出開始）
【効果があった取組】

海外商談会の参加・地
元輸出業者｢九州農産
物通商との連携｣

ハラル認証ドライフルーツ


